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写真9探検先で質問しながら
さらに詳しく調べている様子
4．4　第4次の経過「活動を振り返ってまとめる段階」（3時間）
探検して分かったことや思ったことを発表することができることをねらいとし，第4次の授業
を行った。以下にその経過を示す。
表4．4．1第4次「活動を振り返ってまとめる段階」の経過
学　習　活　動　　　　　　　　　　　　　　　教師の支援
10．調べたことを友達にわかりやすく伝え
るための準備をした。
11．町の探検で見つけたこと，調べたこと
を発表した。
・絵や文で表す他にクイズにしたり，写真などを使
ってもおもしろいことを紹介した。
・何を見つけたのか，調べたことは何か，そして自
分はどう思ったのかを整理して発表できるように
助言を行った。
児童は，グループごとにコンピュータの画面を見ながら，仲間の情報をもう一度確認し，どの
ようなことを発表するのか，またどのように表現するのか話し合っていた。その後，弟レープご
とに発表のための準備に取りかかっていた。
発表では，画用紙に絵を描いて発表する
グループ，段ボールで実際見たものを作っ
て説明するカレープ，ベーブサートを使っ
て発表するめレープ，調べて分かったこと
をクイズにして発表するカレープ等，それ
ぞれ自分たちで考えた方法で発表を行って
いた。聞いている児童には，発表している
児童のよいところを見つけるようにした。
最後に，活動を振り返り，分かったこと
や思ったことなどをまとめ，学習を終了し
た。
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写真10「町の探検」発表会の様子
5　授業分析のまとめ
5．1言葉かけによる支援のまとめ
言葉かけの支援対象となった児童の実態と言葉かけの内容，及び児童への影響について整理す
ると，表5．1．1のようになる。
これらの支援は，情報の交流活動を行う上で，一人一人の児童に自分の情報を持たせるために
行ったものである。めあてを立てる場面や探検活動を情報化する場面において，児童は教師の言
葉かけによって，自分の思いを語り，その中で活動を振り返ったり，気づいたりする。また，言
葉かけにより児童に自分の思いを語らせることは，同じめあてを立てる場面であっても，児童が
今どこでつまずいているのか，どのような支援を行えばよいのかと言うヒントを教師に与えるも
のとなる。
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表5．1．1支援対象と言葉かけの内容及び児童への影響
場　面　　　　支援対象　　　　言葉かけの内容　　　　　　児童への影響
めあてを立　どんなことを調べれ　探検場所を決めた理由　探検場所に選んだ理由を思い出
てる　　　　ばいいのか分からな　を聞く。　　　　　　し，何を調べたいのかという祝
い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点で考える。
めあてを立　探検場所に対するイ　一緒にイメージ作りを　分からないことをめあてにすれ
てる　　　　メージが持てない　　しようとする言葉かけ　ばよいということに気づく。
を行う。
めあてを立　具体的にどのように　他の児童のめあてを紹　どのようにめあてを立てればよ
てる　　　　めあてを立てればよ　介する。　　　　　　　いのか知る。
いのかわからない
めあてを立　表現不足　　　　　　どんなことを調べたい　調べたいことをより詳しく表現
てる　　　　　　　　　　　　　　のか聞く。　　　　　　する。
探検活動を　情報化できない　　活動中，見たこと聞いた　活動を振り返って思い出す。
情報化する　　　　　　　　　　こと思ったことを聞く。
探検活動を　表現不足　　　　　何が「すごかった」のか，自分の思いをより明確に表現す
情報化する　　　　　　　　　　　詳しく聞く。　　　　　る。
探検活動を　具体的に書けない　「たくさんあった。」も　より詳しく表現する。
情報化する　　　　　　　　　　　のについて具体的に聞
く。
さらに，児童の語りに対して，その理由を問う言葉かけは，再度，活動を振り返って，詳しく
表現したり，わかりやすい表現にしたりしていく。これは教師の言葉かけがきっかけとなって起
っている。
めあてを立てる場面や探検活動を情報化する場面における，言葉かけによる支援において，ま
とめると以下のようなことがわかった。
・教師の言葉かけは，児童が自分の思いを語るきっかけとなる。
・言葉かけをし，児童に語らせることによって，児童が今どんなことでつまずいているのか理
解することができる。
・児童が語ったことに対して，その理由を問うたり，繰り返したりする言葉かけは，児童の思
いがより明確化された語りにつながっていく。
教師の一方的な指示だと，児童は振り返ったり，深く考えたりすることはほとんどない。しか
し，児童の思いを児童の言葉で語らせることにより，児童は振り返ったり，深く考えたりするこ
とができる。そのため，児童が今どんなことでつまずいているのかを教師が理解でき，さらに，
児童が語ったことに対して，その理由を問うたり，児童が語ったことを繰り返したりすることは，
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児童により明確に表現し直させることにつながる。また，言葉かけによる支援によって，児童は
振り返ったり，深く考えたり，わかりやすい表現にし直したりするプロセスを通じて，めあては
どのようにして立てればよいのか，どうやって活動や体験したことを情報化すればよいのかとい
う，めあての立て方や情報化の方法も学ばせることとなり，やがてはこのような経験が内化され，
児童が一人で，めあてを立てたり活動や体験を情報化したりできることにつながっていくと考え
る。
5．2　情報の交流活動のまとめ
情報の交流活動を促すために，Wbbデータベースにコミュニケーション機能を持たせたシステ
ムを開発し，利用した。また，児童の交流を円滑に進めることをねらいとし，仲間と交流を行う
ための支援として，交流活動支援の言葉を用意した。その実践授業の中で次のような効果が確認
された。
普段の授業ではほとんど発言しない児童も最低3回は発言をしており，すべての児童が自分の
思いや考えを発言することができた。これは，コンピュータを使ったシステムによって，探検で
得られた情報が文字として残っているため，繰り返し仲間の情報を確認でき，仲間の情報を理解
するための支援として有効に作用し，そのため児童の発言を促進させることにつながっていった
と考えられる。また，掲示板を利用することにより，普段あまり発言できない児童にとって，自
分のペースに合わせて考えをまとめ，まとまってから発言できるため，意見を出しやすかったの
ではないかと考えられる。さらに，普段からよく発言できる児童にとっても，挙手し，指名され
るまで待つことなく発言できるため，さらに発言を促進させるのに効果があった。
交流活動支援の言葉については，発言する児童にとって自分の立場や考えを明確に表す支援と
して用意したが，発信者だけではなく，受信者にとってもその発言内容の理解を促進するのに効
果的に作用した。さらに，本実践の対象児童が小学校の低学年ということもあり，交流活動支援
の言葉を児童と協議して決定したことが，言葉の意味や使い方などの理解を手助けしたと考えら
れる。
情報の交流活動は，児童のその後の学習にも影響を及ぼしており，次のような効果が見られた。
・仲間からの質問は新たな課題へと発展する。
・仲間の助言や仲間の行動が示された情報は，児童の問題解決の手助けをする。
・仲間の情報によって，新たな興味や関心が喚起される。
・質問を受けた児童だけでなく，質問を出した児童にも，その後の学習に影響を与える場合も
ある。
つまり，情報の交流活動を支援するために開発したシステムは，仲間の情報の理解や自分の情報
との比較を容易にし，さらに児童の認識を深めることに効果があった。しかし，交流活動支援の
言葉を用意し，仲間との交流を行ったが，「ありがとう」という謝意を表す言葉を用意することや，
児童の発言内容を常に把握し，児童一人一人の発言に対して，タイミングを逃さず支援や指導を
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行うこと，さらに普段からの指導も必要であることなども明らかになった。
実践で得たこれらの知見をもとに，情報の交流活動を行う授業の改善点として教師の役割につ
いては，言葉かけにより児童が語ったことについて，どのような背景をもとに，どのような思い
を込めた発言であるか教師は理解し，さらに聞き取りを繰り返すことによって，児童に自分の思
いや考えをより明確に表現させるよう言葉かけを行う必要がある。また，タイミングを逃さず，
相手にわかりやすい表現に修正させたり，質問に対し必ず意思表示させたり，謝意を示すように
促したりする必要がある。このようなことは，授業中に限らず普段の生活においても必要であり，
指導を通して，相手のことを考えたコミュニケーションの大切さに，気づかせていく必要がある。
交流活動支援の言葉については，学年が上かるに従って自由度を増したり，言葉の数を増やし
たりしていくなど，学年に応じた段階を考える必要がある。
総合的な学習との関連については，自分の思いや考えをまず相手に伝えること，さらに質問に
対しては必ず意思表示をしたり，仲間に謝意を表したりすることができるように支援や指導を行
う必要がある。
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